
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨 城 支 部 便 り 

第７１号 

２０２０年４月２０日 

編集兼発行人 

谷口 正俊 
 

HITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHI 

リレー随筆（７１） 

男子厨房に入るべからず 澁口 七郎 

｢男子厨房に入るべからず｣は今や死
語であるが、厨房は聖域なもので男性
が厨房に入って料理をするものではな
いと昔から言われてきた。姉が４人も
いた中で育った私にとって、このよう
な風習に何の不審も抱かずに過ごして

きた。 
同好会の料理教室に関わるようになって、この言葉

はいつ頃に誰が言い出したのであろうかと思うように
なり、種々の文献やネットで調査してみた。 
いろいろな説があるようで、儒教の祖｢孟子｣の｢君子

遠庖厨｣(君子は厨房に近づかない)が元になっている
ことが分かった。それが日本に伝わって来て、江戸時
代の男尊女卑が拍車をかけ｢君子は厨房に近づかない｣
→｢男子厨房に入らず｣というように変化してきたよう
である。 
今の世はどの説も信じられないし、男と女のすみ分

けは少なくなり、世の一流コックは男が多い。迷わず
して男も厨房に入ろう。 
【料理は、手先を使うし、脳も使う】 
材料を無駄なく調理するにはどの部位から切るのが

良いか？どんな形状にした方が見栄えが良く美味そう
に調理できるか？･･･等々に頭を悩ます。慣れてくれば
そうでもないが、到達するまでは技能とアイデアが必
要になってくる。料理のうちで日本料理は難しい。先
ず出汁の取り方に手がかかるし、しかも重要である。
最近はスーパーで売っているが、正式な日本料理の出
汁の取り方を知っている人は少ないような気がする。
正式な和風だしの取り方は、｢昆布とかつお節で取る｣
一番だしが基本である。汁物やだし巻き卵など色々使
えて便利ですよ。顆粒の和風だしもとても便利ですが、

時間があるときはぜひ挑戦してみてください。いつも
の料理がよりおいしく感じられます。 
さて、同好会発足から 18 年の長きにわたり料理教室

の幹事を務めてきたが、この 4 月に幹事交代ができる
のを機会に現在の料理教室に落ち着くまでの苦労話を
整理してみた。 
これまで場所選定に一番苦労した。｢改装前のラポー

ルひたち⇒東京ガ
ス日立駅前⇒明治
商会⇒山本料理学
園⇒明治商会⇒ラ
ポールひたち｣と
４カ所を６回も変
更し現在地に落ち
着いた。 
始めた頃は参加

者が 20人を超えかつ、定期的に開催を了解してくれる
場所がなく、毎月初日に事務所が開くのを待って苦労
して予約した。また先生も４回変り、当初の先生は｢料
理は体で覚えるものだ！｣と言いレシピもなかった。さ
らに年２回(夏・冬)アルコールを出し失敗したことも
あった。 
現在の高橋先生に落ち着いたのは平成 26 年４月か

らで、満７年お世話になりかつ、場所も年間予約に近
い形で確保することができ一安心しているところで
す。 

18 年間幹事を務めた料理教室 

2020 年度茨城支部総会中止のご案内 

2020 年５月 22 日(金)に開催を予定していました
2020 年度日立社友クラブ茨城支部総会及び懇親会の
開催は、新型コロナウィルスによる感染症が猛威を振
るっている状況を鑑み中止します。総会への報告事項
は別途ご連絡します。 

 
日立社友クラブ茨城支部ホームページ  http://shayuu-iba.la.coocan.jp/ 
日立理科クラブホームページ          http://hitachi-rika.sakura.ne.jp/ 

１ 

熊野神社の桜 
撮影者：伊藤 泰生 
撮影日：2019 年４月５日 
カメラ：Canon EOS 60D 
焦点距離:26mm Ｓ速度:1/160 絞り:f8 

撮影場所：熊野神社(日立市白銀町) 
撮影余話：熊野神社は日立製作所発祥の山手工
場の一角にある神社で、樹齢百年を超える桜
が地面近くまで垂れ下がり、花見の名所とな
っている。日立工場に勤務していた時には、
境内でたびたび課会の花見をした思い出があ
る。神社は自宅から近く、桜の咲き具合の確
認に何度も足を運び、満開の時期に合わせて
撮影に出かけた。当日は早朝でまだ誰もいな
い拝殿前で撮影した。 

 

http://shayuu-iba.la.coocan.jp/
http://hitachi-rika.sakura.ne.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

我が東町(ひがしちょう)の日立風流物を通じて 
私の第二の人生の取り組み        小澤 一男 

会員投稿 (第７１回 ) 

打
ち
上
げ
場
面
を
図
５
に
示
し
ま
す
。 

 

今
後
、
私
の
第
２
の
人
生
の
中
で
、
当
文

化
遺
産
の
公
開
継
続
に
よ
る
市
の
町
興
し

支
援
と
後
継
者
育
成
活
動
の
一
環
と
し

て
、
長
年
携
わ
っ
て
き
た
我
が
東
町
日
立

風
流
物
を
通
じ
て
地
域
青
少
年
を
対
象
に

し
た
指
導
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
地
域
の
小
学
校(

３
年
生

対
象)

で
毎
年
、
人
形
操
作
体
験
学
習
指
導

と
昨
年
か
ら
同
地
区
の
中
学
校(

１
、
２
年

生
対
象)

で
は
歴
史
の
座
学
と
前
述
同
様

の
体
験
学
習
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
以
外
の
市
内
の
小
学
生(

日
立

ふ
る
さ
と
文
化
少
年
団
に
応
募
さ
れ
た
小

学
生)

も
対
象
に
前
述
同
様
の
体
験
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
人
材
育
成
の
課
題
の
他

に
、
山
車
の
部
材
収
蔵
倉
庫
の
老
朽
化
対

応
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
神
峰
神
社

の
境
内
に
建
立
さ
れ
て
以
来
、
今
年
で
57

年
経
過
し
ま
す
。
ま
た
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
約

㎡
の
狭
い
室
内
の
た
め
、
４
町
内
の
山

車
の
全
部
材
が
仕
切
り
無
く
、
窮
屈
に
収

蔵
さ
れ
、
部
材
の
搬
出
入
が
困
難
に
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
行
政
の
方
で
新
施
設

(

部
材
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
が
従
来
の
約
３
倍

大
き
く
、
山
車･

人
形
等
の
見
学
、
各
種
体

験
場
な
ど
多
機
能
を
有
す
る
施
設)

を
検

討
中
で
４
町
内
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い

く
所
存
で
す
。 

 

最
後
に
、
い
ま
だ
日
立
風
流
物
を
ご
覧

に
な
っ
て
い
な
い
会
員
の
皆
様
に
は
是
非

見
て
堪
能
し
、
周
囲
の
方
々
に
広
報
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
日
立
の
町
興
し
に
繋
が
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

小
澤
一
男
氏 

連
絡
先 

〒317-0061 

日
立
市
東
町
２-

18-

16 

電
話:

 029
4-23

-152
1 

メ
ー
ル: f

1.oz
awa@

nift
y.co

m
 

 

２ 

い
ま
す
。
現
在
、
日
立
風
流
物
は
４
町
内

(

北
町･

本
町･

西
町･

東
町)

に
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。
次
に
日
立
風
流
物
の
特
徴
は

カ
ラ
ク
リ
人
形(

人
形
が
反
転
し
別
人
形

に
変
化
で
き
る
早
返
し
人
形)

と
カ
ラ
ク

リ
仕
掛
け
の
山
車
で
す
。
山
車
に
は
人
形

を
載
せ
た
屋
形
が
せ
り
上
が
り
、
屋
形
中

央
か
ら
扇
が
開
く
よ
う
に
左
右
に
割
れ
開

き
、
山
車
正
面
の
表
館
の
人
形
芝
居
が
演

じ
ら
れ
、
そ
の
後
５
層
屋
形
全
体
が

度

旋
回
し
裏
山(

う
し
ろ
や
ま)

の
人
形
芝
居

が
演
じ
ら
れ
る
等
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
裏
山
の
構
造
で
す
が
、
藤
蔓
で
骨
格

を
作
り
木
綿
布
で
覆
っ
た
岩
山
を
模
し
た

作
り
で
神
峰
山
を
形
ど
っ
て
い
ま
す
。
山

車
の
大
き

さ
は
高
さ

15
ｍ
、
奥

行

き

８

ｍ
、
開
き

後
の
幅
８

ｍ
、
重
さ

５
ト
ン
で

す
。
な
お
、

山
車
の
中

に
は
約
50

名
配
置
さ

れ
、
特
に

作
者
は
５

層
屋
形
全

て
各
一
畳

程
度
の
狭

い
ス
ペ
ー

ス
に
４
～

５
名
で
２

～
３
体
の

人
形
を
操

っ
て
い
ま

す(

図

１

作
者
、
図

図１ 作者 図２ 鳴り物 

２
鳴
り
物)

 

。 

私
の
取
り
組
み
と
今
後
の
活
動 

さ
て
我
が
東
町
日
立
風
流
物
公
開
の
芸

題
で
す
が
一
昨
年
の
日
立
さ
く
ら
祭
り
で

表
館
「
風
流
源
平
盛
衰
記(

図
３)

」
裏
山

「
日
立
の
伝
説
か
び
れ
霊
峰
と
御
岩
権
現

(

図
４)

」
を
演
じ
、
盛
況
の
う
ち
に
２
日
間

に
わ
た
る
公
開
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

図
３
の
１
段
目
の
屋
形
は
壇
ノ
浦
の
合
戦

で
源
義
経
の
活
躍
場
面
、
２
段
目
は
屋
島

の
合
戦
で

弓
の
名
人

の
那
須
与

一
が
射
る

場
面
、
３
段

目
は
一
の

谷
ふ
た
ば

軍
記
で
平

敦
盛
が
首

を
討
た
れ

る
場
面
、
４

段
目
は
牛

若
丸
と
弁

慶
の
戦
い

の
場
面
、
５

段
目
は
牛

若
丸
の
武

者
修
行
の

場
面
に
な

っ
て
い
ま

す
。
図
４
は

現
在
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ

ト
に
な
っ

て
い
る
御

岩
山
の
お

と
ぎ
話
に

な
っ
て
い

ま
す
。
公
開

終
了
後
の

図３ 風流源平盛衰記 
図４ かびれ霊峰と御岩権現 図５ 東町日立風流物 

公開打上げ(中央筆者) 

流
物
を
見
聞
き
し
、
幼
少
の
頃
か
ら
祭
り

の
光
景
と
お
囃
子
の
音
色
等
が
身
に
沁
み

つ
い
て
い
ま
し
た
。 

 

我
が
東
町
の
日
立
風
流
物
に
関
わ
っ
た

の
は
40
才
で
人
形
を
操
る
作
者(

さ
く
し

ゃ)

に
な
り
人
形
の
維
持
管
理
も
任
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
18
年
後
の
平
成
21
年
、
ユ

ネ
ス
コ(

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関)

の
人
類
の
無
形
文
化
遺
産
の
一
覧
表
に
記

載
さ
れ
た
年
に
後
述
の
帳
元(
ち
ょ
う
も

と)

に
抜
擢
さ
れ
役
員
と
し
て
、
現
在
ま
で

10
年
経
過
し
て
い
ま
す
。 

現
在
の
東
町
日
立
風
流
物
の
組
織
は
前

述
の
作
者
30
人
、
笛･

太
鼓･

鉦(

か
ね)
に

よ
る
お
囃
子
担
当
の
鳴
り
物
26
人
、
山
車

(

だ
し)

の
転
倒
防
止
用
山
綱
担
当
の
屋
形

(

や
か
た)

係
34
人
、
山
車
の
組
立･

解
体
等

主
導
の
大
工
６
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
組
織
を
管
理
す
る
３
役
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
支
部
長(

全
体
統
括)

、
作
者

長(

人
形
全
体
統
括)

、
そ
し
て
私
担
当
の

帳
元(

支
部
長
補
佐･

総
務･

会
計)

か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
以
下
に
日
立
風
流
物

の
概
要
、
風
流
物
を
通
じ
て
私
の
第
二
の

人
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。 

日
立
風
流
物
概
要 

 

ま
ず
日
立
風
流
物
の
由
来
で
す
が
、
江

戸
時
代
の
享
保
年
間(

約

年
前)

の
頃
に

山
車
に
有
名
な
物
語
場
面
の
所
作
人
形
を

飾
り
付
け
て
各
村
で
競
い
合
う
よ
う
に
な

り
、
風
流
物
と
称
し
て
神
峰
神
社
の
祭
典

行
事
の
余
興
と
し
て
奉
納
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
の
日
立
風
流
物
の
５

層
屋
形
の
表
館(

お
も
て
や
か
た)

に
な
っ

た
の
は
明
治
時
代
後
期
以
降
と
言
わ
れ
て

日
立
風
流
物
と
の
関

わ
り 私

は
日
立
市
東
町

に
生
ま
れ
、
当
時
か

ら
存
在
す
る
日
立
風



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同好会活動報告  （1/2） ４．野鳥・自然観察グループ 
 2019 年度は８月と悪天日を除き毎月１回探鳥会を
実施。主に県北、県央の公園や湖畔、河川敷、里山を
中心に野鳥や野草など、場所や季節の変化を感じなが
ら楽しい散策を心掛けました。さらに探鳥会 200 回を
超えた記念として、旅行会と合同で５月に葛西臨海公
園で定例外探鳥会を行いました。今年度の参加人員は
延べ 136名、探鳥成果は年間で 102 種、１回当たり平

均 28 種でした。 
皆さんも気軽に

参加して身近に多
くの野鳥が暮らし
ている様子を味わ
ってみてください。 

１．研修会 
 令和元年度は下記の３回の研修会を実施しました。
(1)第 80 回(R1.6.10)  34名参加 

東京電力神流川揚水発電所、旧黒澤家住宅 
(2)第 81 回(R1.9.3)   44名参加 

豊洲市場、築地場外市場、他 
(3)第 82 回(R1.11.19) 28名参加(写真） 

防災科学技術研究所、気象研究所、他 
(4)第 83 回(R2.3.3)   44名参加で計画しました。 

東電福島第１原発他でしたが新型コロナで中止。 
｢若さの秘訣、知的好奇心｣をモットーに活動して参り
ます。皆様の参加をお待ちしています。 

５．囲碁の会 
  日立地区では大みか拠点(２月から泉山拠点)で月３
回(第２・第４水曜日および第４金曜日)、勝田地区で
は大島コミセンで月１回(第３木曜日)囲碁の会を開催
しています。例会ではお互いの親睦と棋力向上に努め
ており、３ケ月ごとに大会として成果発揮の場を設け
ています。最近の囲碁界では芝野虎丸名人や仲邑菫ち
ゃんなど若い人たちの活躍に、我々も元気を貰ってい

ます。 
囲碁は指と頭を

働かせるので、ボ
ケ防止に効果大で
あり、興味のある
方は是非入会くだ
さい。 

２．旅行会 
茨城交通(株)との共催で、季節に応じて魅力ある風

物見学や美しい自然の風景を楽しめる日帰りバスツ
アーを下記のように企画した。台風の襲来で中止する
ハプニングもあったが、概ねお天気に恵まれた。 

4 月 三春の滝桜と街の散策 
5 月 葛西臨海公園野鳥・自然観察 
7 月 相馬野馬追祭り観戦 
10月 佐原秋祭り(台風のため中止) 
3 月 成田山新勝寺とさくらの山公園(中止) 

相馬野馬追観戦参加者の皆さん

３．歩こう会 
2019 年度は４回実施しました。各回とも和気あいあ

いと語り合いながら楽しく実施できました。普段は車
で何気なく通過してしまうような道沿いに名所、旧跡
があったりします。いずれもほぼ平坦地で安全に注意
しながら歩きました。 
これからも良い季 

節に外の空気を満喫 
し適度に歩き、仲間 
と会話を楽しめる機 
会を作ってまいりま 
す。初参加の方も大 
歓迎です。お気軽に 
ご参加ください。 
第 76 回   4月 水戸千波湖の桜散策   28 名                      
第 77 回   6月 水戸城東歴史跡を歩く   36 名 
第 78 回   9月 那珂湊、湊八景を歩く   26 名 
第 79 回  11月 日立の海岸を歩く    30 名 

義公生誕の地 

 

7．卓球クラブ 
日立会瀬体育館で毎月３回(第１～３水曜日の午前

中)硬式とシニア向けラージボールの卓球練習をして
います。練習は手足、腕、腰、首などのストレッチに
よる準備運動を行い、ラリーなどの基本練習後にダブ
ルスゲームを楽しみながら運動できるので健康に役立
ちます。また日立市、近郊の卓球大会への参加は卓球
仲間との交流・親睦とともに日頃の練習成果を試す良
い機会ともなっています。卓球に興味のある方、始め
てみたい方 
は、日立会 
瀬体育館に 
お越しくだ 
さい。 

３ 

６．料理教室 
  移転先での月 1 回の料理教室は軌道に乗ってき
た。旬の食材を使った例会メニュ－の一部は、会員
のリクエストを採用している。最近は、がむしゃら
に調理するのではなく、道具の使い方、食器の選択
や盛り付けなどのご指導もある。和食の奥深さは、
野菜の切り方や皮のむき方、煮かたなどにあり、道
具を正しく使った料理は、盛り付け方でさらに美し

くなりうまい。楽
しく調理すれば、
料理はうまくでき
上がることを実感
している。興味の
ある方の入会は、
大歓迎です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同好会活動報告  （2/2） 
11．PC専門講座 
 この講座は特定のソフトの習得を目的として、講座
開始前にテーマ毎に会員を募り、設定した教本をベー
スに、毎月第４木曜日に開催する講習会です。 
昨年５月まで、VBA 活用講座(参加者 23名)、６月か

らは Scratch 講座(最終参加者 20 名)で実施しており
ます。本年２月から Office 基本講座を実施中です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Scratch講座に参加の皆さん 

VBA活用講座に参加の皆さん 

９．PC基礎講座 
 パソコン基礎講座は毎月第２火曜日に開催していま
す。ここでは快適なパソコン生活のための基礎的な事
項について解説し、参加者の困っていることの相談な
どを行っています。 
昨年はテーマとして、Windows10 の設定や大型アッ

プデートの紹介、Office2019 の新機能紹介、USB メモ
リーや SD カードの解説他を行っています。 
皆様のニーズに応じた講座を目指しております。ど

なたも気軽に参加し、実力向上を図りましょう。ご参
加をお待ちしています。 
 

８．デジカメクラブ 
 当クラブでは毎月第１月曜日に月例会を行います。
例会では各自が撮影した写真をプリントあるいはプロ
ジェクターを使って紹介し、撮影の意図や技術的ポイ
ントなどを議論します。撮影時の逸話や苦労話などの
情報交換も楽しみの一つです。 
 また不定期に撮影会を行い、季節の花々、お祭り、
風景など様々な写真撮影をグループで楽しみます。旅
行会にも積極的に参加し、春に三春の滝桜、夏には相
馬の野馬追祭りなどの撮影を楽しみました。冬は五浦
海岸において撮影と新年会を行いました。 
 成果発表として、毎年５月に支部総会にて、年末に
多賀市民プラ 
ザ１階ギャラ 
リーにて写真 
展を行います。 
写真に興味 

ある方の参加 
をお待ちして 
います。 
 

新年撮影会参加者(五浦大観荘) 

10．勝田パソコン講座 
原則として毎月第４火曜日にワークプラザ勝田で開

催しています。パソコン教室には、各自１台の 23.7 イ
ンチのパソコン 10 台が配置されており、勉強しやすい
環境となっています。基礎から応用まで幅広く講義を
行っています。また、パソコンに関する｢何でも相談｣
を常時行なっており好評です。 
さらに１月に開催している新年会では、今年の抱負

やパソコンに関するテーマなどについて語り、和気
藹々とやっています。初心者歓迎です。 

4 

12．ホームページの会 
 毎月第１火曜日に開催しています。この会では自分
のホームページ(HP)を作り公開することを目的に、実
習、質疑応答、更新記事の紹介、困りごと相談などで
研鑽しております。ルールを覚え作り始めると意外に
簡単で、その良さが分かり楽しくなります。 

HP は分類、検索
が容易です。記憶を
HP に残しておき、
生きた証として本
に纏めた方もいま
す。新しく始める
方、歓迎します。皆
様のご参加お待ち
しています。 
13．写真五七五 
毎月第１金曜日の例会で俳句・川柳と写真の組み合

わせを楽しむ集まりです。例会では個人が勉強したこ
とを皆さんに教える学習会と各自の作品を３句紹介
し、皆で合評し合って腕を磨いています。その他課題
写真に句を付ける題詠会を年２回、外に出て散策しな
がら句を作る吟行会(去年は水戸市の逆川緑地公園を
巡り楽しく過ごしました)を年１回行っています。また
12月には多賀市民プラザで展示会も行います。 

現在会員は
18 名ですが沢
山増えること
を願っていま
す。皆さんの
参加をお待ち
しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員のたより  

同好会行事に参加して 

年７月 日、旅行会に参加して、千
年の歴史があるという相馬野馬追を堪能
してきました。数日前から台風の影響で
悪天候でしたが、現地に到着するや一転、

｢旅行会｣          中村 洋             

日が射し、梅雨明けの猛暑になりました。祭りは３部
構成で、戦国雲雀ヶ原祭場でのお行列、甲冑競馬、そし
て目玉の神旗争奪戦と続いていきました。いずれも戦
国時代の騎馬武者の勇壮な姿で、まるで絵巻物を見て
いるような壮観な祭りでとても感動的でした。特に甲
冑競馬は旗をなびかせ、人馬一体となって疾走する姿、
コーナーでの競り合いは圧巻でした。また目玉の神旗
争奪戦では、天空高く打ち上げられ舞い落ちるご神旗
をめがけて人馬が群がり奪い合いと、祭りの最高潮を
迎えました。まさに戦国時代の戦を見ているような思
いでとても感動的でした。東日本大震災の苦難を乗り
越え、見事に復活した思いを感じつつ帰路につきまし
た。 
 

ばかりで、確かにうるさい。例えば｢古池や｣も寧ろ｢古
池に｣の方が落ち着いていて ずっといい。また｢ひと捻
りして余韻を出すのがいい｣とも言うが、捻り過ぎると
作者の感動や思いとは全くかけ離れた受け取り方にな
ってしまう。｢かけ離れていてもいい｣とする考え方も
あるが、｢文学作品は作者の感動や思いを伝えるのが目
的｣だから、勝手に解釈されるのもおかしい。 
感動や思いが素直に伝わる作品になるよう腐心する

昨今である。 

｢写真五七五｣          水野 貞男 

 写真五七五を始めてよかったのは、生活
のあらゆる場面で、見る目が変わり、世界
を｢愛おしむ眼ざし｣を持つようになった
ことである。 

 最初は、蕉風の切れ字｢や｣などを用いて句を作った
が、指導役の故武田先生から｢芭蕉はもう古い！｣と言
われ驚いた。初めは多少違和感があったが、よくよく考
えると、切れ字は｢感動ポイントはここだ！｣と言わん

５ 

｢研修会｣        長瀬 寿美雄 

 私は研修会が好きで数多く参加していま
す。個人では見ることが難しい企業とか、
一人で行くには躊躇するような施設を世話
人が下見のうえ、交通手段・昼食等を含め

て案内してくださるからです。世話人の資料によると
遠方へのバスでの研修、近場のミニ研修などを含めて、
20 年間で八十数回実施しているとのことです。研修内
容の多様さ、回数の多さに驚いています。申し込みが一
寸遅れて満席になり参加できないこともあったが私の
参加率は 80％強でした。最近の会では笠間市の筑波海
軍航空隊記念館展示の零戦、群馬県上野村の神流川揚
水発電所の発電機設置場所の深い洞窟などが印象に残
っています。研修先の選定などはさらに大変になるで
しょうが今後とも斬新な企画をお願いします。百聞は
一見に如かず、初めての方もまずは参加して面白さを
経験されることをお勧めします。 

 

茨城支部新入会員勧誘のお願い 

会員の高齢化に伴い会員数が減少方向にありま
す。どうか皆様から OB 会等で各同好会の活動を PR
して頂き親睦の和の拡大にご協力をお願いします。 

＊第 69期第２回日立社友クラブ理事会中止 
2020 年３月 12 日(木)に予定していました｢第 69

期第２回理事会｣は新型コロナウィルス感染予防お
よび拡大に備え中止となりました。なお茨城支部は
３月２日より活動を自粛しています。 
 

＊2020 年 3 月茨城支部役員会報告(メール会議) 
開催日：2020 年３月 19 日(木) 

・新入会員４名が承認され会員数は 988 名となった
(前年同期比-35名) 

・新型コロナウィルス対策のお願い 
支部長 住川 雅晴 

  新型コロナウィルスの感染拡大防止につきまし
ては、日頃の支部活動につきましてご配慮いただき
感謝申し上げます。未だに治療薬/ワクチンなどの
決定的な防止策がなく、各自の自主的な防衛策に依
存せざるを得ない状況にあります。このような状況
での支部活動につきましては、次の点にご配慮をい
ただきますよう改めてお願い申し上げます。   
１．参加者は各自の健康状態にもとづいて活動参加

の可否を判断する。 
２．参加者は適切な自主防衛策を講じた上で活動に

参加する。 

訃 報 誠に残念ですが、苦楽を共にした次の 

方がお亡くなりになりました。 

衷心よりご冥福をお祈りいたします。 
奥村 武洋 令和 1年 10月 19 日 満 84歳 
酒井 功一 令和 2年 02月 08 日 満 81歳 
佐藤 一夫 令和 2年 02月 16 日 満 78歳 
緑川 勝弥  令和 2年 02月 29 日 満 96歳 
塩入 淳夫  令和 2年 03月 11 日 満 80歳 
三好 文之  令和 2年 03月 17 日 満 89歳 
森  通次  令和 2年 03月 24 日 満 94歳 

 

３．活動主宰者は、参加者の感染防止を最優先にし
て、活動の可否又は延期などを判断する。 

４．活動主宰者は、利用施設等の使用可否及び感染
防止策等を勘案した上で、活動計画を立案する。 

  
＊2020年 同好会幹事会報告（メール会議） 
開催日：2020 年３月 13 日 
会員数 400名 前年同期比 -15名 
幹事長が河島弘明氏から若島喜和氏に交代するこ
とが承認された。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．第 81回歩こう会【大洗海岸を歩く】 

大洗駅を出発し、史跡、寺院そして神社を巡りながら
大洗海岸を歩きます。奮って参加してください。 
・開 催 日：６月４日(木) 雨天６月 16 日(火) 
・集 合：鹿島臨海鉄道大洗駅 午前 10時 
・コ ー ス：大洗駅発→金剛院→須賀神社→日下ヶ塚 

古墳→西福寺→幕末と明治の博物館→与利幾
神社→大洗磯前神社（昼食）→磯節発祥の地→
大洗海岸通り→髭釜道祖神社→大洗駅着 
古墳へは急だがあとはほぼ平坦地 7.8km 

・持 参 品：弁当、飲物、雨具等 
・会 費：200円(非会員 500 円) 
・申込締切：５月 28日(木) 
・申 込 先：小野瀬 秀夫 
 Tel/FAX：029-282-4124 

       E-mail：h1941.0830.onose@tenor.ocn.ne.jp 

同好会の行事ご案内（５月～７月） 

１．第 84回研修会【馬頭広重美術館、他】 

栃木県那珂川町の馬頭広重美術館を見学します。皆様
の参加を歓迎します。ご家族の参加も歓迎します。 
・開 催 日：５月 29日(金) 
・集 合：大甕駅前(常陽銀行大みか支店前)7：00 
   茨城交通日立南営業所(旧電鉄南営業所)7：15 
・帰  着：大甕駅前  17：45頃の予定 
・会 費：6,000 円の予定(バス、昼食代、他) 
・募集人員：先着 40名 
・申込締切 ５月９日(土) 
住所、氏名、電話番号、乗車場所を連絡ください。 

・申 込 先：奥村 清 
Tel：090-1252-7396、Fax:0294-36-0308 

E-mail：kiyoshi-okumura@net1.jway.ne.jp 

３．定例行事予定一覧(開催日・場所・時間などは各グループより、別途茨ネット等により連絡いたします) 

編集後記 小澤さんの｢日立風流物｣を読んで歴史、カ
ラクリ人形、山車、芸題、裏方で働く人数の多さを認識
し、無形文化遺産に登録されたことは喜ばしい。今後
とも維持管理に日立の現役、OBの皆様のご活躍を期待
します。澁口さん、18年間の料理教室の取りまとめご
苦労様でした。先生、生徒への澁口流の気配りがあっ
たればこそ長続きできたのだと思います。今般の新型
コロナウイルスの影響で日立風流物、支部総会の中止
と相次ぎ、誠に残念です。      谷口 正俊 

６ 

新年度を迎え、同好会行事に参加しませんか！ 
 個人ではなかなか行けない場所を訪れたい、パソ
コンのトラブル解決方法？ 感動的な写真はどうす
れば撮れる？ 手料理を習いたいなどシニアライフ
を楽しく、より充実したものにするため、趣味の輪
を拡げてみませんか。 
 同好会年会費 1,000 円(行事参加費はその都度別
途)で上記のどの行事にも参加できます。 

 

グループ名 連   絡   先  
実施予定日(曜日) 

場   所  時間  備   考  
5 月 6 月 7 月 

野鳥･自然観察 
グループ 

高原邦明  0294-53-7101 
takahara173@nifty.com 

18(月)   大北川河口 
  9:00〜
12:00 

参加費：\300/回 
原則雨天中止 

 15(月)  大子町袋田 
  8:00～ 
11:00 

  20(月) 粟 原 
  7:00～ 
 10:00 

囲碁の会 

日立 
地区 

真鳥岩男  0294-74-5285 
sp8k8z59@lake.ocn.ne.jp 

13(水) 
27(水) 

10(水)   
大会 
24(水) 

8(水) 
22(水) 泉山拠点 

 10:00～ 
(大会 
 9:30～) 

参加費：\100/回 
大会：\1000 

29(金) 26(金) 31(金) 

勝田 
地区 

七海 清  029-273-8450 
fwny8718@mb.infoweb.ne.jp 

21(木) 18(木) 
16(木)
大会 

大島コミュニ
ティセンター 

 9:00～ 
参加費：\200/回 

大会：\700 

料 理 教 室 
並木慎一郎 029-283-1476 
s-namiki@themis.ocn.ne.jp 

25(月) 22(月) 27(月) 
らぽーる 
ひたち 

 9:45～ 参加費：\1700/回 

卓球クラブ 
村上勝雄  0294-24-2430 
mkattyan@herb.ocn.ne.jp 

13,20, 
27(水) 

3,10, 
17(水) 

1,8, 
15(水) 

会瀬体育館 
  9:00～ 
 12:00 

参加費,会場費等 
まとめ：\4500/年 

デジカメ 
クラブ 

溝口忠憲  029-219-6576 
mizogut@beach.ocn.ne.jp 

11(月) 1(月) 6(月) 泉山拠点 
 10:00～ 
 15:00 

参加費：\1000/回 
昼食代含む 

写真五七五 
細江 徹  0294-42-9126 
tohru92@road.ocn.ne.jp 

15(金) 5(金) 3(金) 泉山拠点 
  9:00～ 
 12:00 

参加費：\300/回 
昼食別途 

パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ 

ＨＰの会 
中村 進  0294-52-5525 
ssm2332@knh.biglobe.ne.jp 

12(火) 2(火) 7(火) 泉山拠点 
 10:00～ 
 15:00 

参加費：\1000/回 
昼食代含む 

基礎講座 
安田 出  0294-37-1959 
yasuda@i.email.ne.jp 

19(火) 9(火) 14(火) 泉山拠点 
 10:00～ 
 15:00 

参加費：\1000/回 
昼食代含む 

勝田地区 
佐々木六漏 029-275-2567 
sasak6318@nifty.com 

26(火) 23(火) 28(火) 
ひたちなか市
ワークプラザ 

 13:15～ 
 16:00 

参加費：\700/回 

Office 
基本講座 

安田 出  0294-37-1959 
yasuda@i.email.ne.jp 

28(木) 25(木) 30(木) 泉山拠点 
 10:00～ 
15:00 

参加費：\1000/回 
昼食代含む 

注）旅行会(連絡先；溝口忠憲)は、開催が不定期なので、茨ネットを通じて開催をご案内しています。  


